
平成２２年　１級建築士　設計製図試験　本課題　復元問題

２．建築物

鉄筋コンク リート造、鉄骨鉄筋コンク リート造又はこれらの併用とし 、地

い。

床面積の合計は、
この課題の床面積の算定においては、ピロティ 、塔屋、バルコニー、屋外
階段等は、床面積に算入しないものとする。

（１） 構造、階数等

床面積の合計（２）

１．敷地及び周辺条件
敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、下図のとおりである 。（１）

敷地は、平坦で、道路、遊歩道及び公園との高低差はないものとする 。ま（２）
た 、歩道の切り開きは、 １箇所当たり ６ ｍまでできるものとする 。
敷地は、近隣商業地域及び準防火地域に指定されている 。また、建ペイ率（３）
の限度は９ ０％（特定行政庁が指定した角地における加算を含む。 ） 、容積率
の限度は４ ０ ０％である 。
電気、ガス及び上下水道は、完備している 。（４）
地盤は良好であ り 、杭打ちの必要はない。（５）

設　計　課　題　　

Ⅰ．設　計　条　件

のである 。本施設は、地元出身の画家の作品の常設展示を行う と と もに、企画展
この課題は、ある小都市の市街地の公園の一角に建つ市立美術館を計画するも

示や地元住民の美術活動の発表の場となる展示スペースを設けるものとする 。ま
た、子どもの美術学習・創作活動や地域住民の趣味の活動（以下「 ワークショ ップ 」
とい う 。 ） の場と して、ア ト リエ及び屋外創作広場を設けるものとする 。

や河川敷などでスケッチをした りする 。

ワークショ ップにおいては、陶芸教室、絵画教室のほか、 ３ ０人程度の小学生や
親子などが、公園で集めた木の実や川原の石などを利用して工作をしたり 、公園

（６） 川の氾濫、地下水及び積雪についての特別の配慮はしな くてよい。

たん

はんらん

以上、 以下とする。１，８００㎡ ２，２００㎡

＊展示部門は、すべて２階に計画する。

・ アプローチは、公園又は遊歩道からでもよい。

・ 吹抜け上部にト ップライ ト を設ける 。
・ コインロ ッカーを設ける 。

要求室（３）
下表の室は、すべて計画する 。

・ 絵はがき 、美術関連書籍等を販売する 。

１／２００

③

④

①

②
平方向、鉛直方向の省略は行わないものとする 。
屋上に設備スペースを設けた場合は図示する 。

主要な室名を記入する 。

切断位置は、エン ト ランスホールの吹抜け部分を含み、
建築物の全体の立体構成がわかる断面とする 。なお、水

塔屋を除く建築物の高さ 、階高、天井高、 １階床高及び

基礎、梁及びスラブの断面を図示する 。

断 面 図（３）

③ 常設展示室の照明計画について、工夫したこと

②

①

（３）
では表せない部分についても記述する 。

的手法 （採用した空調方式と採用した理由等 ） について、工夫したこ と

理由
収蔵庫に必要な環境条件を満たすための建築的手法（構造、内装等）及び設備

常設展示室、エン ト ランスホール及び研修室に採用した空調方式と採用した

設備計画について、次の①～③の要点等を具体的に記述する 。なお、要求図面

（２）
面では表せない部分についても記述する 。
①
② 市民ギャラ リーを無柱空間とする構造計画について、工夫したこ と
建築物に採用した構造種別、架構形式及びスパン割と これらを採用した理由

構造計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述する 。なお、要求図

１／２００ ラブは構造部材表の符号を明示する 。
２階からの見下げ図と し 、主要な柱、大梁、小梁及びス

構造部材表に主要な柱、大梁、小梁及びスラブの断面寸
法を記入し 、主要な部材が複数となる場合は空欄に符号、

①

②

（４） ２ 階梁伏図

ロ ． １階の屋根、ひさし等となる部分

③

に記入し 、図示する 。 ）
イ ．常設展示室の照明計画に応じた照明器具 （凡例の空欄
２階平面図には、次のものを図示又は記入する 。
ニ．通路、植栽等

２．面　積　表（答案用紙Ⅰに記入）
（１）

（２）
は、その算定式も記入する 。

３．計画の要点等（答案用紙Ⅱに記入）
（１）
では表せない部分についても記述する 。
①

③

②

④
その配置と した理由及び動線計画において工夫したこ と
屋外創作広場（アト リエ、公園及び遊歩道との関係を含む。 ）の計画について、

いて工夫したこ と

線計画において工夫したこ と

線計画において工夫したこ と

建築物のアプローチの計画について、その位置とした理由及び動線計画にお

常設展示室及び市民ギャラ リーの計画について、その配置とした理由及び動

収蔵庫（搬出入経路等を含む。 ）の計画について、その配置とした理由及び動

「設備機械室の床面積の合計」の「建築物の床面積の合計」に対する割合を記入する。

地上１ 、 ２階の床面積及びその合計を記入する 。なお、各階の床面積について

（３） 設備計画については、次の点に留意して計画する 。
部材の断面寸法を適切に計画する 。

する 。
美術品に配慮した設備計画とする 。
エレベーターを適切に設ける 。

①

②
③

空調設備、給排水衛生設備、電気設備等を適切に設け、環境負荷低減に配慮

建築計画については、次の点に留意して計画する 。

構造計画については、次の点に留意して計画する 。

搬入経路が交差しないよ うな計画とする 。
バリ アフ リーに配慮する 。

も配慮する 。
構造種別、架構形式及びスパン割を適切に計画する 。

（１）

（２）

①

③

４．計画に当たっての留意事項

② 公開部門と非公開部門とを適切にゾーニングし 、来館者動線、職員動線及び

（１）及び（２）（３） の 「その他の施設等」は、床面積に算入しないものとする。

（２）

利用するものと し 、考慮しな くてよい。

① 建築物全体が、構造耐力上、安全であるよ うに計画すると と もに、経済性に

敷地の周辺環境に配慮する 。

②

屋外創作広場（屋外でワークショ ップを行う広場） を、次のとおり計画する。（１）
３．その他の施設等

①

もよい。 ） とする 。
② ア ト リエ、公園及び遊歩道との動線に配慮する 。
テーブル、いす等を設ける 。

③

③

スペ－スとする。 ）で１ ０ ０㎡以上（ピロティ 、上部に屋根等がある部分を含めて
地上に設けるものとし 、まとまったスペース （直径７ｍ以上の円が１つ入る

ス用と して １台分を設ける 。
また、来観者用及び職員用の駐車場 ・駐輪場については、東側の公園駐車場を

受　験　番　号試　験　場 氏　　　名

室 名 特 記 事 項 床 面 積部 門

・油絵の展示を中心とする 。 約１５０㎡
・ 企画展示、地域住民の作品の発表、その他多目
的に利用する 。
・ 無柱空間と し 、天井高
・ ２室に分割して、それぞれ個別に使用するこ と

ができるよ うにする 。

ｍ以上とする 。

・ 上記の室に関連して必要と思われる室等は、適宜計画するものとする 。
・ その他必要と思われる室等は、適宜計画するものとする 。

を設ける 。

る 。

市民ギャラ リー ５．０

約１２０㎡

約１００㎡収蔵部門

エントランスホール

ミュージアムショップ

・ ト ラックの駐車スペース （ ３．５ ｍ ） を設け７．５ｍ×

設備スペース

ホ ワ イ エ

・準備室を設ける 。

約２００㎡

約１２０㎡
用できるよ うにする 。

展示部門

・ ３ ０人程度の団体が集合できるスペースを確保する。
・ 吹抜けを設け、吹抜け部分に展示部門のホワイ
エへの主動線と して階段を設ける 。

約 ４０ ㎡

約 ８０ ㎡

適 　 宜

・ ワークショ ップを行う ものとし 、 ３ ０人程度が利

常 設 展 示 室

レ ス ト ラ ン

・ ス ラ イ ド等を映写する こ とができる大型スク リ
・ ３ ０人程度が利用できるよ うにする 。

・ 外部から も直接アプローチできるよ うにする 。
・ ３ ０人程度が利用できるよ うにする 。

適 　 宜

・ 作業机、いす、流し等を設ける 。

・ テーブル、いす等を設ける 。
・ 厨房を設ける 。

共用部門

管理部門

搬入 ・荷解き室

ボランティア室

館長室 ・応接室

ア ト リ エ

警 備 員 室

学 芸 員 室

事 務 室

休 憩 室

研 修 室

収 蔵 庫

給排水、電気等 ） 、屋外機置場等を計画する 。
・ 採用した設備計画に応じて、設備機械室 （空調、

・ 案内カウンターを設ける 。
・ 事務員５人とする 。

・ 常駐２人とする 。
・ ワークシ ョ ップの講師をするボランティア ３人

・ ロ ッカーを設ける 。
・ 警備員２人と しる 。

ーンを設ける 。

程度が使用する 。

適 　 宜

適 　 宜

小都市に建つ美術館

２ ０ １ １ １ ０ ０ ３ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／／１ ９ ｔ ｏ ｒ ｕ ｚ ｏ ． ｎ ｅ ｔ ／

上２階建ての１棟の建築物とする 。なお、梁については鉄骨造としてもよ
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紙

地上に設ける駐車場は、平面駐車と し 、車いす使用者用として ２台分、サービ

部材及び断面寸法を追加記入する 。なお、梁に鉄骨を使
用した場合の断面寸法は、Ｈ－○×○のよ うに記入する 。

建築計画について、次の①～④の要点等を具体的に記述する 。なお、要求図面

・ 休憩等に利用できるスペース と し 、 ソファー等

・ 眺望に配慮する 。
・ 前室を設ける 。

Ⅱ．要　求　図　書
答案用紙Ⅰ及び答案用紙Ⅱ
黒鉛筆を用いて記入する 。

の定められた枠内（寸法線については枠外でもよい。 ）に、

ハ．
ロ ．屋外創作広場
駐車場 （台数及び出入口を明示する 。 ）

１／２００

１／２００
（２）

ロ ．
ハ．

ニ．

室名等

ホ．

ヘ．
ト ．
断面図の切断位置

設備機械室の床面積

た場合は断面図に図示する 。 ）

入 ・荷解き室、エン ト ランスホール、 ミ ュージアムシ
常設展示室、市民ギャラ リー、ホワイエ、収蔵庫、搬

設備計画に応じた設備スペース （ ただし 、屋上に設け
ス （ ＤＳ ） 、電気シャフ ト （ Ｅ Ｐ Ｓ ） 〕の位置

②

要となる構造要素 （凡例の空欄に記入し 、図示する 。 ）
設備シャフ ト 〔パイプシャフ ト （ Ｐ Ｓ ） 、ダク ト スペー

採用した構造種別、架構形式及びスパン割に応じて必

建築物の出入口イ ．
１階平面図兼配置図には、次のものを図示又は記入する 。

ョ ップ、ア ト リエ、研修室、レス ト ラン 、事務室及び

２ 階平面図

（答案用紙Ⅰに記入）１．要求図面

配 置 図

（１）
兼

１ 階平面図 ①

イ ．建築物の主要寸法（柱割り及び床面積の計算に必要な
示又は記入する 。
１階平面図兼配置図及び２階平面図には、次のものを図

特 記 事 項図面及び縮尺
下表により 、所定の図面を作成し （ フリーハンドでもよい。 ） 、必要な事項を記入する。

程度 ）

Ｎ

4
m

3
5
m

1
6
m

縮尺１／１，５００

4
m

3
5
m

1
6
m

敷
　
地

縮
尺
１
／
１
，
５
０
０

（
地
形
略
断
面
図
）

歩　道

（車出入口）

集合住宅（地上５階建て）

公園駐車場

道　路

遊歩道

公　園

河川敷

敷　　地
１，５７５㎡

8m45m

歩　道

川

駅

道　

路

一級と るぞ！ からのお願い ：添削を希望される方はエスキース時間と作図時間 （記述を含む ） を答案の右下に記入して下さい。

一級と るぞ！．Ｎｅｔ

．Ｎｅｔ


